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	応用
	抗原情報
	背景
	アルブミンは可溶性の単量体タンパク質であり、血清タンパク質の約半分を占めています。アルブミンは主にステロイド、脂肪酸、甲状腺ホルモンの運搬タンパク質として機能し、細胞外液量の安定化に役割を果たします。水、Ca(2+)、Na(+)、K(+)、脂肪酸、ホルモン、ビリルビン、薬物と結合します（おそらく）。主な機能は血液のコロイド浸透圧の調節です（おそらく）。血漿中の主要な亜鉛輸送体であり、通常、血漿中の亜鉛の約80%と結合します（PubMed:19021548）。血漿中の主要なカルシウムおよびマグネシウム輸送体であり、血漿中の循環カルシウムおよびマグネシウムの約45%と結合します（類似性による）。潜在的に2つ以上のカルシウム結合部位を有し、さらに非特異的にカルシウムに結合する可能性があります（類似性による）。亜鉛とカルシウムがAsp-273残基で共有する結合部位は、血液中の亜鉛とカルシウムの輸送におけるクロストークを示唆しています（類似性による）。親和性の順位は、亜鉛 > カルシウム > マグネシウムです（類似性による）。細菌のシデロフォアであるエンテロバクチンに結合し、エンテロバクチンを介した大腸菌による鉄トランスフェリンからの鉄の取り込みを阻害します。これにより、大腸菌などの腸内細菌の鉄の利用と増殖が抑制される可能性があります（PubMed:6234017）。細菌のシデロフォアであるエアロバクチンによる鉄の取り込みは阻害しません（PubMed:6234017）。
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物、(3) PC-12細胞溶解物におけるウシ血清アルブミン発現のウエスタンブロット分析。

